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第 76号

昭
和
穴
十
年
度
の
当
初
予
算

一
般
会
計
十
六
億
一
千
万
円

-・・・圃・・

〔
特
別
会
計

Jミ

昭
和
六
十
一
年
度
の
地
方
財
政

は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
、
経
費
全

般
に
つ
い
て
徹
底
し
た
節
減
合
理

化
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
関
連

施
設
の
整
備
を
計
画
的
に
推
進

し
、
併
せ
て
地
域
経
済
の
安
定
的

な
発
展
に
資
す
る
公
共
事
業
の
確

保
に
配
意
す
る
と
と
も
に
、
国
民

健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
も
据
置
す
る
な
ど
、
村
民
負
担

の
軽
減
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
本
村
の
基
本
構
想
に
お

い
て
理
念
と
し
て
描
い
て
お
り
ま

す
「
心
豊
か
で
這
し
い
農
林
業
の

村
」
の
実
現
を
図
る
農
林
業
振
興

に
対
し
て
は
、
財
源
の
重
点
的
配

分
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
主
な
事
業
は

一
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
日
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
七
百

わカヨ昭和61年 5月26日(1) 

三
億
八
千
万
円

六
ぱ
一
億
二
千
万
円

二
、
地
域
改
善
対
策
事
業

村
道
寺
薮
名
場
連
線

1

三
億
五
千
四
百
万
円

三
、
農
道
改
良
舗
装
事
業

農
道
百
合
谷
線
外
五
線

1

八
千
三
百
万
円

四
、
農
業
構
造
改
善
事
業

農
道
寺
薮
熊
之
坂
線

1

一
億
一
千
二
百
万
円

五
、
道
路
橋
梁
新
設
改
良
事
業

林
道
植
松
中
津
線
外
五
線

1

一
億
二
千
犬
百
万
円

な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
予
算
総

額
十
六
億
一
千
万
円
、
昭
和
六
十
年

度
に
対
し
て
四
四
、
一
%
増
の
超

大
型
積
極
予
算
を
編
成
し
、
こ
れ

ら
の
完
全
実
施
に
全
力
投
球
致
す

所
存
で
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
の

御
理
解
と
御
協
力
を
切
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

て

保

存
E盟...

ー
レ
宇
品

行

河辺村公民館

宮 (0893)39-2111

内線 26・27

発
一般会計の構成表表1

外諸税

負担金等

諸入金外

し

、ヮ)

よ

人のうごき
(昭和61年5月1日現在)

世帯数 588戸

男子 975人

女子 924人

計 1，899人

刷KK.

吉田町北小路

fi (08955) 2 -0600 

~p II[ 佐地方交付税

615，400 

38.2% 

農林業費

319，637 

19.8% 民生費

506，872 

31.4% 

特別会計

~ 当S初61年予度算 s咋霊 比較当初

事国民組業康会保健計
% 

157，383 164.543 ム 4.4

老人保健会計 114，816 79，183 45.0 

診療所会計 67，288 156，074 ム56.91

簡易上水道会計 40，721 42.271 ム 3.7

計 380，208 442，071 ム14.0

表2

S56. 5. 1-2，121(-222) 

S57. 5. 1-2，063(一164)
S58， 5， 1-2，051(-152) 

S59， 5， 1-1，969(-70) 

S60. 5， 1-1，953(-54) 

33，099 
4 

34，101 
25，218 
2，866 
2，222 

消防費

災害復旧費

議会費

衛生費

商工費

予備費

円
高
、
農
産
物
自
由

I
L

化
な
ど
オ
イ
ル
シ
ヨ
ツ

44V

ク
以
来
の
経
済
危
機
と

l
t

言
わ
れ
、
我
が
村
も
確

+
市
実
に
そ
の
影
響
を
受
け
、

ム
げ
先
行
き
不
安
な
毎
日
を

.
過
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭

も
多
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
億
総
中
流
意
識
と
云
わ
れ
て

久
し
い
。
何
が
グ
中
流
。
な
の
か

疑
問
に
思
う
の
だ
が
、
確
か
に
ど

こ
の
家
庭
で
も
同
じ
よ
う
な
電
気

製
品
に
マ
イ
カ
ー
、
人
並
み
の
生

活
を
営
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

又
、
そ
の
こ
と
が
中
流
意
識
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
だ
ろ

う
が
、
本
当
は
そ
れ
が
コ
ワ
イ
。

中
流
意
識
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て
貧

之
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
貧
乏
が
見

え
な
く
な
っ
て
い
る
。
ロ
ー
ン
が

よ
く
発
達
し
、
現
金
が
な
く
て
も

世
間
並
み
の
生
活
を
す
る
こ
と
が

出
来
る
の
だ
が
、
何
か
こ
と
あ
る

と
た
ち
ま
ち
生
活
が
崩
壊
し
て
し

ま
う
。
何
と
も
ろ
い
グ
中
流
。
で

あ
る
こ
と
か
。
坪
内
氏
の
経
営
理

念
で
は
な
い
が
、
不
況
に
強
い
家

庭
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
、
こ
の

際
、
も
う
一
度
足
元
を
見
直
し
、

貧
乏
意
識
に
徹
し
て
み
た
い
。
そ

こ
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
積
上
げ
て
い
く

基
礎
づ
く
り
こ
そ
逆
境
に
強
い
家

庭
を
築
く
上
で
肝
要
と
考
え
る
。

我
、
た
だ
今
貧
乏
な
り
。
(
福
)
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置 覧 表 (S .61. 5 . 1現)

教
職
員
の
人
事
異
動

「
転
入
の
先
生
方
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
」

※
整
盲
車
車
{
自

氏
名
井
上
照
久
(
臼
歳
)

出
身
地
宇
和
島
市

所
属
課
植
松
駐
在
所

※

医

師

氏
名
河
内
悌
治
郎
(
臼
歳
)

出
身
地
大
洲
市

所
属
課
診
療
所
歯
科

※
役
場
職
員

氏

名

上

杉

薫

美

出
身
地
大
分
県

所
属
課
福
祉
課

(
幻
歳
)

。
坂
本
小
学
校

校
長
毛
利
運
衛
(
日
歳
)

〈
長
浜
小
学
校
か
ら
〉

。
河
辺
幼
稚
園

教
諭
松
井
陽
子
(
お
歳
)

〈
坂
本
幼
稚
園
か
ら
〉

諭
森
岡
修
一
(
却
歳
)

〈
予
子
林
小
学
校
か
ら
〉

教
。
河
辺
小
学
校

教

諭

都

築

豊

(

叫

歳

)

〈
長
浜
中
学
校
か
ら
〉

切
::，'!!'.'::，;，'¥!::[fd:，:i 

r~i!~~ 
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;ろ遺)
く事
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普
F庁

長

円

JII 

L竺

守守 看 看 事

護 護 護 務

婦 婦 世話 長

ーー岨・ーーー，ー目----ーー
水A木 オ討本に 手口 リl 

JlI 気 間

恵
紀由 佐由 清

美
香 子ー 美 美

教
育
次
長
一
拍

館

長

所

長

藤

t司

.i!1 

坂

本

::It 

平

局

長

山

局

長

出宮田

幼幼幼

本宮

将嘉
稚稚稚

雅

買リ主誠

E里

~-\-~-\-:-\瓦

詞

理理

薗園園

論

久

記
一
巨
大

書

守

一王1高十宮

木け
打回橋木弁竜竜i寓井田気回回井本居回阿

将い幻
L
ル
J淘 サ

L

子

拙真亀タ
ッ
チ

曲
豆陽升美

栄
子

下
代
十

美
枝
子 5召緑則繁芙λF 章椴'二b耳て実澄公香子子

教

士二ι
日HU

沖
里子

雅
夫
(
泣
歳
)

〈
新
採
〉

。
坂
本
幼
稚
園

教
諭
土
居
美
栄
子
(
部
歳
)

〈
新
採
〉

。
北
平
小
学
校

教
諭
新
田
墨
児
(
幻
歳
)

〈
粟
津
小
学
校
か
ら
〉

。
河
辺
中
学
校

教
諭
丙
山
富
治
雄
(
日
歳
)

〈
肱
川
中
学
校
か
ら
〉

教

諭
明
川
洋
一
(
却
歳
)

〈
大
瀬
中
学
校
か
ら
〉

養
教
諭
森
岡
香
代
子
(
訪
歳
)

〈
蔵
川
小
学
校
か
ら
〉

教

諭
有
馬
新
太
郎
(
M
歳
)

〈
大
和
小
学
校
か
ら
〉

教

和
田

千
春
(
沼
環
)

〈
新
採
〉

コb.
両日目

河
川
愛
護
月
間

七
月
一
日

i
三
十
一
日

建
設
省
で
は
、
七
局
を
河
川
愛

護
月
間
と
し
て
グ
川
宏
美
し
く
、

皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
川
4

の
運
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

川
に
「
ゴ
、
こ
な
ど
を
捨
て
な

い
よ
う
、
私
た
ち
の
財
産
で
あ
る

郷
土
の
川
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。



(4) 昭和61年 5月26円

み
ん
な
で
村
づ
く
ワ
む

参
加
し
よ
う
ノ
@

学
習
へ
の
参
加
を
促
し
、
生
き
が

い
を
高
め
る
活
動
を
推
進
す
る
。

肘
地
区
交
流
講
座

川
高
齢
者
教
室

川
ク
ロ
ッ
ケ
!
大
会

同
高
齢
者
運
動
会

同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

。
文
化
活
動

各
種
資
料
の
収
集
、
保
存
、
展

示
を
行
な
い
、
郷
土
の
歴
史
や
文

化
の
う
つ
り
か
わ
り
を
確
認
し
、
読

書
の
奨
励
と
と
も
に
自
主
的
な
生
活

文
化
活
動
の
育
成
助
長
に
つ
と
め
る
。

開
館
報
の
発
行

川
い
よ
じ
号
の
活
用

例
文
化
祭
、
各
種
展
示
会

伸
文
化
協
会
の
設
立
、
吉
日
成

制
民
俗
資
料
の
整
備
充
実

同
扇
子
お
ど
り
保
存
会
の
設
立

制
か
わ
べ
音
頭
の
普
及

的
文
化
財
め
ぐ
り

例
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

何
人
材
ベ
ン
ク
の
活
用

附
視
聴
覚
機
器
の
活
用

。
同
和
教
育

同
民
的
課
題
で
あ
る
同
和
問
題

を
正
し
く
理
解
す
る
と
と
も
に
、

差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
び
、
学

校
、
家
庭
、
社
会
の
連
携
を
密
に

し
た
学
習
活
動
を
通
じ
て
、
す
べ

て
の
村
民
が
進
ん
で
取
り
組
む
同

和
教
育
を
推
進
す
る
。

同
日
子
級
、
講
座
で
の
学
習
会

川
校
区
別
同
和
教
育
懇
談
会

例
地
区
別
同
和
教
育
懇
談
会

Jえ

-
R
基
本
方
針

社
会
教
育
基
本
方
針
に
も
と
づ

き
、
公
民
館
を
拠
点
に
し
な
が
ら

分
館
、
自
治
公
民
館
の
施
設
を
活

用
し
、
地
域
住
民
に
学
留
の
機
企

を
つ
く
る
と
と
も
に
、

U
、
半
的
な

活
動
へ
の
参
加
を
堤
励
し
、
心
の

か
よ
う
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
活

動
を
展
開
す
る
。

大
重
点
的
な
取
り
組
み

i
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

人
ブ
く
り
を
め
ざ
し
て
(
)

一
、
分
館
の
自
主
的
な
活
動
を
奨

励
※
各
種
ス
ポ
ー
ツ
活
動

※
地
域
づ
く
り
座
談
会

※
世
代
間
交
流
会

※
同
和
教
育
講
座
な
ど
・
... 

二
、
ふ
る
さ
と
意
識
を
高
め
る
活

動
を
推
進

※
佳
民
総
参
加
の
ふ
る
さ
と

ま
つ
り

※
村
お
こ
し
講
演
会
な
ど
:
・

三
、
後
継
者
の
定
着
化
を
め
ざ
す

わカ瓦第 76号

活
動
を
推
進

※
結
婚
相
談
事
業
、
青
年
交

流
会
な
ロ
ノ

7
・.

0
青
少
年
対
象

青
少
年
の
健
全
育
成
を
は
か
る

た
め
、
社
会
教
育
活
動
へ
の
参
加

を
促
進
し
、
子
ど
も
会
や
青
年
団

体
の
指
導
者
養
成
に
つ
と
め
る
。

同
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

川
子
ど
も
会
活
動

制
郷
土
教
室
l

文
化
財
め
ぐ
り

判
青
年
学
習
会

附
半
円
作
交
流
会
の
開
催

。
婦
人
対
策

婦
人
の
主
体
性
を
高
め
る
学
宵

活
動
を
通
じ
て
、
婦
人
団
体
の
育

成
助
長
に
つ
と
め
、
生
活
改
善
の

合
理
化
を
は
か
る
。

付
父
母
の
教
空

似
婦
人
学
級

川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

。
成
人
、
高
齢
者
対
象

分
館
お
よ
び
自
治
公
民
館
単
位

に
よ
る
活
動
を
通
じ
、
積
極
的
に

判
広
報
、
資
料
な
ど
の
配
布

制
調
査
荷
動

。
社
会
体
育

ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ

i
シ
ヨ

ン
の
日
常
化
を
進
め
て
、
地
域
の

連
帯
意
識
づ
く
り
と
健
康
づ
く
り

に
つ
と
め
る
。

例
ク
ロ
ッ
ケ
!
大
会

5
月

川
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

7
月

例
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

8
月

同
県
民
体
育
祭
郡
大
会

9
月

同

か

月

管

内

大

会

叩

月

刷
第
辺
回
村
民
運
動
会
日
月

同
第
7
岡
高
齢
者
運
動
会
日
月

例

卓

球

犬

会

日

月

例
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会
日
月

同
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
ロ
月

ー
※
五
つ
の
呼
び
か
け

J

二
、
あ
い
さ
つ
を
か
わ
そ
う
/
一

(
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
に
で
も
)

二
、
時
聞
を
守
ろ
う
/

(
決
め
ら
れ
た
時
間
に
お
く

れ
な
い
)

三
、
も
の
を
大
切
に
し
よ
う
/

(
生
活
の
ム
ダ
、
ム
リ
、
ミ

エ
を
な
く
す
)

結
措
椙
議
事
業
の

第
一
号
カ
ッ
プ
ル
誕
生

公
民
館
で
は
、
昭
和
五
十
九
年

か
ら
、
青
年
の
定
住
志
向
と
活
力

あ
る
村
、
、
つ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

結
婚
相
談
事
業
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
去
る
四
月
二
十
九
日
、
宮
谷

の
農
業
後
継
者
松
田
純
一
さ
ん

(
幻
)
と
、
相
談
所
第
-
号
の
花

壕
さ
ん
、
伊
予
郡
中
山
町
の
岡
田

敦
子
さ
ん
(
担
)
の
カ
ッ
プ
ル
が

誕
生
し
、
結
婚
式
が
村
公
民
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
お
ふ
た
り
の
門
出
を
祝
福

す
る
と
共
に
、
今
後
も
こ
の
お
ふ

た
り
に
続
く
カ
ッ
プ
ル
の
誕
生
を

心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
お
世
話
役
と
し
て
、
四
月

か
ら
結
婚
相
談
委
員
に
次
の
六
名

の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

ご
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

篠
原
福
衛
、
熊
野
政
六
、
清
水

マ
サ
子
、
福
桝
明
昭
、
大
久
保
末

広
、
土
居
満
雄
、
以
上
六
名

末ながくおしあわせに

回
、
地
域
を
美
し
く
し
よ
う
/

(
き
れ
い
な
ふ
る
さ
と
も
つ
く

り
に
励
む
)

玉
、
ス
ポ
ー
ツ
に
す
す
ん
で
参

加
し
よ
う
。

(
健
康
づ
く
り
は
自
分
の
手

で
)
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こ
の
ほ
ど
、
村
民

待
望
の
診
験
所
が
植

松
県
道
沿
い
に
、
総

一
上
菅
二
億
一
千
七

E

万
円
を
か
け
て
新
築

し
ま
し
た
。

こ
の
白
亜
の
建
物

は
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
三
階
建
で
一

階
は
歯
科
と
入
院
施

設
六
床
。
.
一
階
は
向

寸》
l

、
J
ド
l
叫
冷
1

、
¥
]
い
寸
斗
l

Q

エ
干
や
/
手
小
パ
リ
日
ノ
イ
平

三
階
は
医
師
住
宅
に

な
っ
て
い
て
、
一
段
と
日
当
り
も

良
く
な
り
明
る
い
施
設
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
、
村
内
初
の
商
科
は
、

大
洲
市
新
谷
で
開
業
し
て
い
る

河
丙
悌
治
郎
医
師
(
六

O
)
を
迎

J丈わ1;瓦昭和61年 5月26日(5) 

鱒i2挙事色

ぇ
、
十
七
日
か
ら
診
療
を
開
始
し
、

毎
週
火
曜
と
金
曜
の
e

一
一
凹
受
け

持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

一
般
診
療
は
従
来
ど
う
り
、
宮

川
勉
医
師
(
一
三
一
)
が
月
曜
か
ら

土
曜

H
ま
で
担
当
さ
れ
、
連
日
お

お
ぜ
い
の
患
者
が
訪
れ
て
い
ま

す。
な
お
、
診
療
時
間
等
は
次
の
と

お
り
で
す
。

※
一
般
診
療

平
日
H

午
前
八
時
一
一

A
O分
1
午
後

五
時
ま
で

土
曜
H

午
前
八
時
一
二

O
分

1
午
後

十
二
時
十
五
分
ま
で

休
診
け
日
曜
、
木
曜
、
祝
・
祭
日

※
歯
科
診
療

毎
週
火
曜
と
金
曜
日

午
前
十
時

1
午
後
六
時
ま
で

高
齢
者
ク
ロ
ッ
ケ

l
夫
会

坂
本
ク
ラ
ブ

植
松
ク
ラ
ブ

主
る
五
月
二
十
六
日
に
、
第
五

回
高
齢
者
ク
ロ
ッ
ケ

l
大
会
が
民

俗
資
料
館
広
場
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
お
年
寄
り
、
来
賓
な
ど

七
十
五
名
が
元
気
に
参
加
し
、
地

区
か
ら
男
子
四
チ

1
ム
、
女
子
四

チ

i
ム
が
選
抜
さ
れ
て
、
地
区
対

抗
リ
ー
グ
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ

ま
し
た
。

今
年
度
は
、
開
会
式
か
ち
試
合

運
営
す
べ
て
お
年
寄
り
の
手
で
役

割
り
を
分
担
し
て
運
営
さ
れ
、
審

判
員
も
厳
し
い
公
式
審
判
で
の
ぞ

み
、
一
段
と
熱
の
入
っ
た
ゲ

l
ム

内
容
に
な
り
ま
し
た
。

白
熱
し
た
試
合
も
午
前
中
で
終

了
し
、
午
後
は
懇
親
会
に
移
つ
て

な
ご
や
か
な
う
ち
に
お
わ
り
ま
し

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

ω

愛
媛
大
会
へ
向
け
て

力
強
く
始
動

第
三
十
八
回
全
国
同
和
教
育

研
究
大
会
は
、
今
秋
、
十
一
月

二
十
九
日

1
十
二
月
一
日
の
三

日
間
、
松
山
市
を
主
会
場
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

た。
成
績
は
次
の
と
お
り

男

子
-

位

坂

2
位

植

3
位

大

4
位

北

女

子
-

位

植

2
位

坂

3
位

大
じ
γ
い

A
4
 

斗
イ

平伍松本

o 1 2 2 
勝勝勝勝
3 1 1 0 
敗敗敗敗

1 
分

3
勝

0
敗

1
勝

1
敗
l
分

1
勝
2
敗

0
勝
2
敗
1
分

こ
の
大
会
開
催
は
、
昨
年
五

月
の
全
同
同
和
教
育
研
究
協
議

会
(
全
同
教
)
総
会
に
お
い
て

正
式
決
定
さ
れ
、
こ
れ
を
受
げ

て
、
十
一
日
月
五
日
、
全
同
教
寺

沢
事
務
同
長
を
迎
え
、
県
、
県

教
育
委
員
会
、
県
司
教
市
支
部

長
、
後
援
団
体
代
表
者
、
学
識

経
験
者
な
ど
約
一
六

O
名
の
出

席
の
も
と
に
、
「
第
三
ト
八
回
全

審判員も一段と真剣に

ー
お
し
ら
せ
l

6
月
白
日
①
村
議
会
定
例
会

7
月

6
H①
衆
議
員
、
参
一
議
員
同

時
選
挙

①
最
高
裁
判
所
栽
判
官

の
国
民
審
査

7
月

8
日
①
不
用
犬
回
収
日

7
月
日
日
①
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

7
月
別
日
①
村
内
一
斉
清
掃

7
月
乱
日

1
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
大

ム
玄

8
月
I
U
(
)
泣

U

①
シ

l
卜
ベ
ル
ト
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
若
山
推
進

運
動

8
月
ロ
円
①
不
用
犬
判
収

H

8
月
日
日
①
ふ
る
さ
と
祭
り

※
今
年
も
プ
ロ
歌
手
二
人
を
招
き
、

ふ
る
さ
と
祭
り
を
盛
大
に
催
お

し
ま
す
。

お
盆
休
み
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
/

回
同
和
教
育
研
究
大
会
愛
媛
県

一
夫
行
委
員
会
」
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。第一
二
十
七
回
東
宗
大
会
か
ら

愛
媛
大
会
ヘ
バ
ト
ン
が
涯
さ
れ

た
の
で
す
。

同
和
問
題
を
ひ
と
り
ひ
と
り

の
課
題
と
し
て
取
り
組
み
、
愛

媛
大
会
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ

よ
ノ
。
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グ
保
健
婦
に
気
軽
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い

H

O
家
庭
に
病
人
が
で
た

。
子
供
が
生
ま
れ
た

O
健
康
に
な
ん
と
な
く
自
信
が
な

'lv 

O
相
談
す
る
人
が
い
な
い

③
誰
に
も
一
一
一
一
回
え
な
い
。

こ
ん
な
と
き
、
気
軽
に
保
健
婦

に
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

健
康
も
つ
く
り
の
身
近
な
相
談
役

と
し
て
、
保
健
婦
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
保
健
婦
の
仕
事
を
簡
単
に

f、くわ

河
辺
の
道
ば
た
や
荒
地
に
普

通
に
見
ら
れ
る
つ
る
性
の
多
年

草
で
、
問
、
五
月
の
頃
シ
ソ
に

似
た
淡
紫
色
の
花
を
つ
け
る
。

和
名
は
「
指
一
通
し
の
意
味
で
、

花
期
が
終
わ
る
と
地
上
を
は
い
、

隣
の
垣
根
も
通
す
と
い
う
姿
に

な
る
。
ま
た
、
俳
句
や
和
歌
で

は
積
雪
草
と
も
い
い
「
お
隣
は

試
家
壁
敷
な
り
積
雪
草
」
(
水

畑
)
と
い
う
匂
も
そ
の
姿
を
よ

く
現
し
て
い
る
。

漢
方
で
は
、
茎
葉
の
乾
燥
し

た
も
の
を
連
銭
草
と
い
い
、
強

植
物
シ
リ
ー
ズ
側

刀
キ
ド
ウ
シ
(
シ
ソ
科
)

カ込第 76号

紹
介
し
ま
す
。

①
保
健
相
談
・
・
・
村
内
の
集
会
所
に

出
か
げ
て
血
圧
測
定
、
尿
検
査
、

な
ど
の
検
査
を
行
い
健
康
全
般
に

つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

ま
た
、
簡
単
な
相
談
な
ら
電
話

で
も
結
構
で
す
。

②
健
康
教
育
・
:
高
血
圧
、
ガ
ン
、

貧
血
な
ど
の
身
近
な
病
気
に
つ
い

て
の
正
し
い
知
識
を
、
パ
ネ
ル
や

ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
使
い
、
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
急
病
の
際
の
応
急
手
当

て
の
仕
方
、
乳
ガ
ン
の
自
己
検
診

方
法
、
日
ご
ろ
の
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
体
操
な
ど
も
説
明
し
ま
す
。

壮
剤
に
す
る
。
ま
た
、
府
取
草

と
も
い
い
小
児
の
摘
の
薬
に
す

サ

h
v
o民
間
で
は
、
強
壮
、
解
毒
、

じ
ん
臓
病
、
ぼ
う
こ
う
炎
、
糖

康
病
肺
炎
、
腺
病
質
な
ど
に
一

日
目

1
m
g
を
煎
服
す
る
。

西
洋
で
は
、
煎
汁
に
蜂
蜜
や

砂
糖
を
加
え
て
、
感
冒
や
せ
き

の

薬

に

す

る

。

(

東

)

一
山
越
え
て
砂
利
運
び
く
る
ト
ラ
ッ
ク
の
戸
田
薫
明
一

山

列

去

り

ゆ

け

ば

静

も

る

谷

間

一

¥

幻

/

亡

き

犬

の

写

し

絵

の

面

何

が

不

足

か

中

本

文

江

一

f

一

旦

ヲ

」

今

日

は

吾

に

に

が

み

給

へ

り

一

一

摘
み
で
あ
る
桃
の
葉
あ
せ
も
に
効
く
と
言
ふ
本
田
ミ
ネ
ヨ
一

¥

/

未

だ

見

ぬ

孫

の

顔

を

浮

べ

て

一

(

短

)

太

平

洋

の

潮

満

ち

入

り

て

満

々

と

増

木

喜

久

男

一

/
l
¥

大
淀
川
に
水
み
な
、
ぎ
り
ぬ

E

一
五
十
路
坂
半
ば
過
ぎ
た
り
霊
す
け
ば
久
保
ミ
ヤ
子
一

司

母

の

し

ぐ

さ

に

い

つ

し

か

似

て

来

盟

十

r
U
H
-
-
i
i
i
i
i
!
!
H
i
i
i
j
i
!
!
1
1
!し

③
健
康
診
査
・
成
人
病
検
診
、
胃

ガ
ン
検
診
、
肺
ガ
ン
検
診
、
婦
人

ガ
ン
検
診
な
ど
、
老
人
保
健
法
が

制
定
さ
れ
て
検
査
内
容
も
充
実
し

ま
し
た
。
か
自
ら
の
健
康
は
、
自
ら

が
守
る
時
代
U

で
す
。
年
に
一
度

は
必
ず
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
乳
児
検
診
、

M
歳
児
。

3

歳
児
健
診
は
、
子
供
の
成
長
と
発

達
の
段
階
を
し
る
機
会
で
す
。
必

ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

④
家
庭
訪
問
・
・
・
慢
性
の
病
気
を
持

つ
人
に
は
、
日
常
の
生
活
や
食
事

の
指
導
、
寝
た
き
り
の
人
に
は
看

護
や
励
ま
し
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

家
庭
訪
問
で
は
、
病
人
、
だ
け
で
な

く
家
族
を
含
め
、
よ
り
よ
い
方
法

を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

⑤
そ
の
他
・
・
・
妊
婦
や
新
生
児
の
健

康
相
談
、
予
防
接
種
な
ど
、
村
民

の
健
康
の
保
持
・
増
進
の
た
め
活

動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す。「
検
診
及
び
予
防
接
種
の
日
程
」

6
月
4
日
日
本
脳
炎
予
防
接
種

6
月
日
日
同
歳
、

3
歳
児
健
診

6
月
日
日
日
本
脳
炎
予
防
接
種

6
月
四
日
成
人
病
、
結
核
検
診

(
用
の
山
、
神
納
)

6
月
幻

H
i
7月
5
日
麻
疹
一
予
防

接
種

6
月
幻
日
成
人
病
、
結
核
検
診

(
名
場
連
、
竹
の
瀬
)

7
月
日
日
胃
ガ
ン
検
診

7
H
ロ

日

万
lJ 

河辺村役場
福祉課へ

消
息
長
刊
行
川

女
お
誕
生
お
め
で
と
う

犬

神

谷

本

勝

幸

父

和

男

用

ノ

山

本

田

陽

一

郎

父

修

下

大

成

和

気

千

尋

父

博

文

会
末
な
が
く
お
幸
せ
に

ユ
岡
田
竹
男
(
寺
鑑
)

一
片
岡
絹
子
(
中
居
)

「
中
野
孝
志
(
用
の
山
)

「
西
岡
三
千
代
(
内
子
町
)

「
宮
下
秋
広
(
下
大
成
)

戸
一
一
一
生
文
子
(
大
洲
市
)

「

松

田

純

一

(

宮

谷

)

戸
岡
田
敦
子
(
中
山
町
)

会
お
く
や
み
申
し
よ
げ
ま
す

横
山
中
有
友
サ
ツ
キ
八
三
歳

赤

ケ

滝

和

気

貯

幸

九

O
歳

川

崎

山

間

ワ

カ

ヘ

内

成

日
其
川
市
河
野
ヨ
シ
九
一
歳

寺

簸

松

本

伴

夫

八

四

歳

百

合

谷

大

森

学

一

七

歳

横

山

岡

田

重

信

五

三

歳

稲

谷

河

野

ア

イ

コ

七

六

歳

橡

谷

高

橋

ス

エ

九

八

歳

編
集
後
記

今
年
度
、
朗
報
編
集
委
員
が
次

の
方
々
に
変
わ
り
空
し
た
。

皆
さ
ん
に
愛
読
き
れ
る
館
報
ゃ
つ

く
り
を
め
ざ
し
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

角
藤
政
千
代
、
加
茂
一
司

井

上

寛

、

構

桝

明

昭


